
◎防衛庁の職員の給与等に関する法律の一部を改正する法律 
（平成一八年一二月二二日法律第一二三号）   

一、提案理由（平成一八年一二月七日・衆議院安全保障委員会） 

○久間国務大臣 ただいま議題となりました防衛庁の職員の給与等に関する法律の一部

を改正する法律案について、その提案理由及び内容の概要を御説明申し上げます。 

 この法律案は、このたび提出された一般職の職員の給与に関する法律の一部を改正す

る法律案の例に準じて、防衛庁職員の給与について所要の措置を講ずるものであります。 

 すなわち、第一点は、一般職の職員と同様に新たに広域異動手当を設け、異動距離に

応じて定める割合を俸給等に乗じて得た額を支給することとしております。 

 第二点は、一般職の職員と同様に、管理または監督の地位にある官職を占める職員に

対して支給している俸給の特別調整額の定額化を実施するに当たり、その上限額を定め

るものであります。 

 以上のほか、施行期日、広域異動手当の新設に伴う所要の経過措置等について規定し

ております。 

 以上が、この法律案の提案理由及び内容の概要でございます。 

 何とぞ、慎重御審議の上、速やかに御賛同あらんことをお願いいたします。 

二、衆議院安全保障委員長報告（平成一八年一二月八日） 

○木村太郎君 ただいま議題となりました防衛庁の職員の給与等に関する法律の一部を

改正する法律案につきまして、安全保障委員会における審査の経過及び結果を御報告申

し上げます。 

 本案は、防衛庁の職員の給与について、一般職の国家公務員の例に準じて、俸給の特

別調整額の上限を改めるとともに、広域異動手当の新設等を行おうとするものでありま

す。 

 本案は、去る十二月五日本委員会に付託され、昨七日久間防衛庁長官から提案理由の

説明を聴取し、本日質疑を行い、採決の結果、全会一致をもって原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院外交防衛委員長報告（平成一八年一二月一五日） 

○柏村武昭君 ただいま議題となりました二法律案につきまして、外交防衛委員会にお

ける審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、防衛庁の職員の給与等に関する法律の一部を改正する法律案は、一般職の国家

公務員の例に準じて、防衛庁職員の俸給の特別調整額の上限を改めるとともに、広域異

動手当を新設すること等を内容とするものであります。 

 委員会におきましては、俸給の特別調整額の定額化及び広域異動手当の新設による予

算上の効果、自衛官の給与水準と手当の在り方等について質疑が行われましたが、詳細



は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終え、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきものと

決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 


